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Next is us
日体魂を受け継ぐ者

2020年に向けて、

日体大から世界のすべての人 へ々

スポーツの魅力と平和への願いをつないでいく。



 nittaidai58 ● 1

	 　Special Contents 

03	 建学の精神を具現化し、
	 スポーツ・健康をリードする研究活動
	
	 （日本体育大学における研究活動の基本方針【活動方針】）

	 VOL.1 体育研究所　～研究・競技の両面で一層の高度化に挑む

	 日体大ならではの高度な研究を推進し、社会的課題に挑む
	 体育研究所　中里  浩一 所長・保健医療学部整復医療学科 教授

07	 夢見る！ 児スポ女子
	
	 児童スポーツ教育学部のキャンパスライフとサッカーの魅力を語る
	 三浦  成美　児童スポーツ教育学部4年生／日テレ・ベレーザ所属

11	 スポーツ救急をひもとく
	 ⑤スポーツ救急における119の利用
	 鈴木  健介 保健医療学部 救急医療学科 准教授

15	 Next is us　日体魂の聖火リレー
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	 第10回 できると信じれば、必ず夢を実現できる
	 そう強く決意し、大きく羽ばたく

	 兎澤 朋美 選手　パラ陸上（100m、走幅跳）

17	 第53回 日体フェスティバル2019
	 『繋』 日体大から体育・スポーツの魅力を発信する

18	 第57回 日本体育大学体育研究発表実演会
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	 阿江通良教授が日本人初、国際スポーツバイオメカニクス学会
	 Geoffrey Dyson Award賞を受賞！

	 横浜・健志台キャンパス　２号館５階に新しい食堂がオープンしました！！

	 プロ野球ドラフト会議2019にて
	 東京ヤクルトスワローズより２巡目で指名を受けました！

多様性

▷ラグビーワールドカップ2019日本大会を見

ても実に多様な国・地域の選手たちが活躍し

ているのがわかる。 東京2020オリンピック・

パラリンピックを前に、 多くの外国人が日本を

訪れているのも日常的に実感していることだろ

う。 スポーツという世界共通の人類の文化、

あるいはコミュニケーション手段を通じて、 国

際交流が一層進むことを望む。

▷そして、 多様性（ダイバーシティ）は国籍だ

けでない。年齢、 性別などに加えて、 個々人

の生き方、 価値観を尊重しながら多くの人に

活躍の場を提供することが理想だ。今号では、

学業と女子サッカーリーグでの活動を両立させ

ている三浦成美選手、パラアスリートとして活

躍する兎澤朋美選手を紹介した。

▷秋は、体育研究発表実演会、日体フェスティ

バルとイベントが続く。ますます多様化する社

会に向けて、日体大の存在をアピールする好

機である。
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オリンピックにおいて、水泳は印象深い名場面や名文

句を生み出してきた。そして、日体大関係者も主役とし

てその舞台に立った。

競泳のメダリストでは、シドニー大会（2000年）の田島

寧子、アテネ大会（2004年）・北京大会（2008年）・ロ

ンドン大会（2012年）の北島康介、アテネ大会・北京大

会の中村礼子の活躍が記憶に残る。また、前回リオ大会

（2016年）では、五十嵐千尋、小関也朱篤、清水咲子、

藤森太将、松本弥生が入賞を果たした。

飛込では、リオ大会に坂井丞が出場。シンクロナイズ

ドスイミング（チーム）では、アテネ大会で藤丸真世、リ

オ大会で箱山愛香がメダルを獲得した。箱山は、糸山

真弓とともにロンドン大会でも入賞を果たしている。

そして、リオ大会で特筆すべきは水球（男子）であろう。

実に32年ぶりとなるオリンピッ

ク出場に、 本学関係者が大

いに貢献した。本学水泳部水球ブロックは過去に376連

勝の偉業を達成している。まさに、日本の水球をリード

してきた存在だ。「ポセイドンジャパン」と称する日本代

表男子には、当時の現役学生を含む本学関係者9名が

名を連ねた。

さて、2004年秋に発行された学報NITTAIDAI  9号で

は、アテネ大会においてメダルを手にした北島康介と中

村礼子の写真が表紙を飾っている。当時ともに体育学科

4年に在学し現役学生としての出場だった。北島は日本

競泳史上初の個人２冠、中村は日本新でメダルを獲得

した喜びを学報の記事の中で語っている。さらに、学報

の同号ではパラリンピックを特集として取り上げている。

パラスポーツをはじめこの平成半ば頃からスポーツの新

たな潮流が加速し始めたと言えるかもしれない。

2020年には、どのような新しいスポーツムーブメント

が動き出すだろうか。

日
体
大
と
水
泳

学報NITTAIDAI9号の表紙を飾った北島、中村両選手（2004年） 松浪健四郎理事長にアジア選手権の勝利を報告する
水泳部・水球ブロックのメンバー（2015年）

  S toryNi t ta i
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（日本体育大学における研究活動の基本方針【活動方針】）

　
前
号
に
お
い
て
、
建
学
の
精
神
の
現
代
的
解
釈
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」「
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
改
訂
、
お
よ
び
『
日
本
体
育
大
学
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
８
ー

２
０
２
２
～
「
体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
で
豊
か
な
社
会
・
人
づ
く
り

の
実
現
」
に
向
け
て
～
』
に
則
り
、
新
た
に
示
さ
れ
た
「
日
本
体
育
大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
の
基
本
方
針
・
基
本
計
画
」

を
紹
介
し
た
。
今
号
で
は
、
研
究
基
盤
の
整
備
に
主
導
的
役
割
を
担
う
各
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
、「
体
育
研
究
所
」
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
研
究
活
動
の
最
前
線
を
見
て
い
き
た
い
。

　
「
日
本
体
育
大
学
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
８
ー

２
０
２
２

（
中
期
目
標
・
計
画
）」
に
お
け
る
研
究
基
盤
の
整
備
を
推
進

す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
改
組
、
事
業
強
化
が
示
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
体
育
研
究
所
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研

究
所
、
ス
ポ
ー
ツ
危
機
管
理
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
う

ち
体
育
研
究
所
で
は
、
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。

　

①
健
康
に
関
す
る
生
理
・
生
化
学
的
基
礎
研
究

　

②
子
ど
も
の
か
ら
だ
に
関
す
る
研
究

　

③
中
高
年
の
健
康
寿
命
延
伸
に
関
す
る
研
究

　

④
女
性
の
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
研
究

　

⑤
競
技
力
向
上
の
た
め
の
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
研
究

　

歴
史
を
遡
る
と
、
体
育
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
の
は

１
９
６
２
年
で
あ
る
。
創
成
期
を
経
て
、
体
育
研
究
所
の

事
業
報
告
と
し
て
の
日
本
体
育
大
学
体
育
研
究
所
所
報
は
、

１
９
７
２
年
に
発
刊
さ
れ
た
。
初
期
の
報
告
・
研
究
内
容
は

野
外
実
習
の
調
査
研
究
や
部
活
動
に
お
け
る
体
力
測
定
が
主

で
あ
っ
た
。

　

１
９
７
２
年
以
降
体
育
研
究
所
か
ら
の
事
業
報
告
書
は
、

多
少
の
名
称
変
更
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
毎
年
発
刊
さ
れ
、
43
巻

を
数
え
る
に
至
る（
２
０
１
８
年
度
現
在
）。
事
業
報
告
書
を

元
に
体
育
研
究
所
の
研
究
活
動
を
み
る
と
、
子
ど
も
の
か
ら
だ

に
関
す
る
研
究
、
競
技
力
に
関
わ
る
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
、ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
や
ス
ポ
ー
ツ
史
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
文
化
研
究
、
健
康
に
関
す
る
生
理
学
的
・
生
化
学
的
基
礎

研
究
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
体
育
研
究
所
の

活
動
は
、
日
本
体
育
大
学
を
特
徴
付
け
る
研
究
を
推
進
す
る

母
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
来
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

近
年
で
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
づ
く
り

と
競
技
力
向
上
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
の
成
果
はN

ASS 
(N

ittaidai Athlete Support System
)

の
設
立
へ
と
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
２
０
１
７
年
度
に
は
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
デ
パ
ー
ト
メ

ン
ト
へ
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
学
の
競
技
力
向
上
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
に
、
体
育
研
究
所
の
実
績
や
知
見
が
大
い

に
発
揮
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
競
技
力
向
上
研
究
の
中
心
が
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
デ

パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
移
る
と
、「
体
育
・
身
体
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
健
康
で
豊
か
な
社
会
・
人
づ
く
り
の
実
現
」
と
い
う

今
日
的
な
使
命
に
挑
む
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
人
類
が

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
超
高
齢
社
会
に
す
で
に
突
入
し

て
い
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
健
康
寿
命
延
伸
に
関
す
る
研
究
は

極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
。
厚
生
労
働
省
が
２
０
１
１

年
に
五
大
疾
病
と
し
て
位
置
付
け
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
が
ん
、

脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
の
全
て
に
対
し
て
運
動

が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
直
接
・
間
接
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。

今
後
本
学
に
お
い
て
運
動
と
健
康
に
関
わ
る
研
究
を
行
う
こ
と

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う

な
背
景
の
下
、
２
０
１
７
年
度
よ
り
体
育
研
究
所
で
は
運
動

と
健
康
寿
命
延
伸
に
関
わ
る
研
究
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
設

定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
取
り
扱
う
領
域
も
基
礎
か
ら
応
用
、

子
ど
も
か
ら
中
高
年
と
い
っ
た
幅
広
い
対
象
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

さ
て
、
体
育
研
究
所
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
設
立
当
初

か
ら
の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
と
し
て
「
子
ど
も
の
か
ら
だ
と
心
に

関
す
る
研
究
」
が
あ
る
。
学
外
か
ら
も
そ
の
成
果
は
注
目
さ

れ
て
お
り
、
研
究
成
果
の
延
長
線
上
と
し
て
国
際
児
童
年
の

１
９
７
９
年
に
「
子
ど
も
の
か
ら
だ
と
心
・
連
絡
会
議
」
が

設
立
さ
れ
た
。
以
来
、
毎
年
全
国
研
究
会
議
が
開
催
さ
れ
、

１
９
８
９
年
か
ら
全
国
研
究
会
議
の
討
議
資
料
と
し
て
発
行

さ
れ
て
き
た
『
子
ど
も
の
か
ら
だ
と
心
白
書
』
は
種
々
の
教
員

養
成
課
程
等
に
お
い
て
関
連
授
業
の
教
科
書
や
参
考
図
書
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
か
ら
だ
と
心
に
関
す
る
研

究
は
今
日
的
な
課
題
を
含
ん
だ
社
会
的
重
要
性
も
高
い
課
題

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
体
育
研
究
所
は
健
康
と
身
体
活
動
の
関
係
を

幅
広
い
年
齢
層
お
よ
び
臨
床
か
ら
基
礎
研
究
ま
で
対
象
に
す

る
こ
と
で
日
体
大
の
研
究
面
で
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
日
体
大
の
研
究
を
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
、
研
究
レ
ベ
ル
の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

建学の精神を具現化し、スポー　ツ・健康をリードする研究活動
VOL.1　体育研究所   研究・競技の両面で一層の高度化に挑む
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研究活動の基本方針　 VOL1：体育研究所Special Contents 

研究プロジェクト 1

「健康に関する生理・生化学的基礎研究」

◆ 概 要： 本プ ロジェクトで は 遺 伝 子 編 集 技 術として知られる

CRISPR/Cas9 を用いて健康に関連のあるヒト遺伝子多型のモデル

動物を作出し、その表現型を解析することを目的とします。特に

ヒト遺伝子多型の中でもナンセンス変異を遺伝子ノックアウト動物

で再現することを当面の目標とします。

◆研究員：中里浩一，平沼憲治，小林正利，田村優樹，鴻崎香里奈

研究プロジェクト 3

「中高年の健康寿命延伸に関する研究」

◆概要：本プロジェクトでは加齢にともなう筋、呼吸循環および

認知機能の低下の予防やその改善に向けた研究を行い、高齢者

が自立した生活を送るための健やかな長寿社会の構築を目指し

ます。

◆研究員：岡本孝信，横山順一，菊池直樹，矢部まどか

研究プロジェクト 2

「子どものからだに関する研究」

◆概要：保育・教育現場や子育て現場で「ちょっと気になる」、「ど

こかおかしい」と心配されている子どもの “ からだ ” に関する問

題の所在を事実（証拠）に基づいて明らかにした上で、その解決

策を探求する研究を行っています。

◆研究員：野井真吾，岡本美和子，鈴川一宏，鹿野晶子，田邊弘祐

研究プロジェクト 4

「女性の健康とスポーツに関する研究」

◆概要：女性の生理的特性（月経、妊娠、出産、更年期など）

を考慮したコンディション管理に役立つエビデンスを構築し、具

体的な改善策を提案することをめざして研究に取り組んでいま

す。

◆研究員：須永美歌子，岡本美和子，安達瑞保

研究プロジェクト 5

「競技力向上のための効果的なトレーニング
方法およびコンディショニングに関する研究」

◆概要：トレーニング期や試合期におけるコンディションの確認

とパフォーマンスの評価について、心拍数、微量血液、唾液及

び尿中成分などの運動生理学的エビデンスを基盤とした競技力

向上に資する研究を行っています。

◆研究員：杉田正明，西山哲成，大石健二，岡田隆

建学の精神を具現化し、スポー　ツ・健康をリードする研究活動

役職 氏名 所属 職名 研究室

所長 中 里 　 浩 一 保健医療学部 教授 体育スポーツ科学系

所員

平 沼 　 憲 治 保健医療学部 教授 健康医療系

小 林 　 正 利 体育学部 教授 健康医療系

野 井 　 真 吾 体育学部 教授 教育福祉系

岡本　美和子 児童スポーツ教育学部 教授 健康医療系

鈴 川 　 一 宏 体育学部 教授 健康医療系

岡 本 　 孝 信 体育学部 教授 体育スポーツ科学系

横 山 　 順 一 体育学部 教授 教育福祉系

須永　美歌子 児童スポーツ教育学部 教授 体育スポーツ科学系

杉 田 　 正 明 体育学部 教授 コーチング系

西 山 　 哲 成 体育学部 教授 体育スポーツ科学系

大 石 　 健 二 体育学部 教授 体育スポーツ科学系

鹿 野 　 晶 子 体育学部 准教授 教育福祉系

菊 池 　 直 樹 体育学部 准教授 体育スポーツ科学系

岡 田 　 隆 体育学部 准教授 健康医療系

田 村 　 優 樹 体育学部 助教 体育スポーツ科学系

安 達 　 瑞 保 児童スポーツ教育学部 助教 体育スポーツ科学系

鴻崎　香里奈 体育研究所 助教  

田 邊 　 弘 祐 体育研究所 助教  

矢 部 　まどか 体育研究所 助教

体 育 研 究 所 　 2 0 1 9 年 度 プ ロ ジェクト

研究所員一覧
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体育研究所長
保健医療学部整復医療学科

―
2
0
1
4
年
度
に
所
長
に
就
任
さ
れ
て
以
来
の
取
り
組
み
を
振

り
返
っ
て
、
成
果
、
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
、
研
究
内
容
・
体
制

の
充
実
・
発
展
し
た
点
な
ど
に
つ
い
て
総
括
く
だ
さ
い
。

　

所
長
就
任
当
初
、
当
時
の
谷
釜
了
承
学
長
よ
り
西
山
哲
成

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長
と
協
力
し
て
本
学
競
技
力
の
向
上

を
目
指
す
仕
組
み
づ
く
り
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
的
に

N
A
S
S（N

ittaidai Athlete Support System
）
を
組
織
し
、

医
・
科
学
サ
ポ
ー
ト
や
タ
レ
ン
ト
発
掘
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
私

は
当
時
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
し
て
お
り
、
そ
こ

で
は
本
学
に
お
け
る
科
学
研
究
費
補
助
金
獲
得
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
結
果
的
に
本
学
の
科
研
費
獲
得
数
は
増
加
し
、
平
成

29
年
度
に
は
新
規
課
題
採
択
率
が
全
国
27
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
7
年
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
長
の
職
か
ら
離
れ

体
育
研
究
所
所
長
の
み
継
続
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
競
技
力
に

加
え
て
健
康
科
学
に
関
す
る
研
究
を
始
め
と
す
る
5
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
策
定
し
精
力
的
に
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
、
他
大
学
等
の
体
育
研
究
機
関
と
の
違
い
、

日
体
大
の
優
位
性
は
な
ん
で
し
ょ
う
？

　

本
学
の
優
位
性
は
間
違
い
な
く
競
技
力
の
高
さ
、
競
技
種
目
の
幅

の
広
さ
、
競
技
者
の
人
口
が
全
て
兼
ね
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
あ
る
競
技
に
お
い
て
競
技
歴
が
6
年
以
上
の
選
手
を
50
名

以
上
募
り
、
か
つ
そ
の
中
に
国
際
レ
ベ
ル
の
競
技
力
を
持
っ
た
選
手

を
含
め
る
と
い
っ
た
こ
と
が
複
数
の
競
技
種
目
で
実
現
で
き
る
の
は

国
内
で
は
間
違
い
な
く
日
体
大
だ
け
で
す
。

　

実
は
上
述
の
N
A
S
S
の
組
織
づ
く
り
は
比
較
的
容
易
で
し
た
。

な
ぜ
な
ら
幅
広
い
競
技
に
お
け
る
競
技
力
の
高
さ
を
支
え
る
だ
け
の

医
科
学
サ
ポ
ー
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
す
で
に
大
学
内
に
点
在
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
再
整
理
す
れ
ば
十
分
に
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
構
築
で
き
た
か

ら
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
本
学
は
競
技
力
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
し

た
点
に
有
意
性
が
あ
る
の
は
明
ら
か
だ
と
思
い
ま
す
。

―
現
在
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
研
究
分
野
・
活
動
な
ど
を
紹
介

く
だ
さ
い
。

　

体
育
研
究
所
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
所
と
協

力
し
な
が
ら
本
学
を
研
究
面
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
べ
く
、
日

体
大
に
特
徴
的
で
あ
り
か
つ
社
会
的
に
重
要
性
の
高
い
課
題
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
そ
の
取
り
組
み
は
原
著
論
文
を
は
じ

め
と
し
た
成
果
の
発
表
お
よ
び
社
会
へ
の
還
元
が
な
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
の
下
で
体
育
研
究
所
で
は
以
下
の
研

究
者
を
選
定
し
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

競
技
力
に
関
す
る
研
究
が
本
学
で
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は

上
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
N
A
S
S
に
よ
っ
て
実
践
的
に
取
り
組
ま

体育研究所は、本学の特徴を存分に発揮し、研究面の日体大ブランドをリードする存在である。競技力、健康、子どもの心とからだなど、
多岐にわたる研究をマネージメントする中里浩一所長に、体育研究所の概要や研究の最前線について話を聞いた。

日体大ならではの高度な研究を推進し、
社会的課題に挑む

中里  浩一 教授
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れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
体
育
研
究
所
と
し
て
も
杉
田
正
明
先
生
を

中
心
に
N
A
S
S
と
連
携
し
な
が
ら
本
課
題
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
わ
が
国
で
は
健
康
寿
命
の
延
長
は
今

日
的
な
課
題
で
す
。
身
体
活
動
の
向
上
が
健
康
寿
命
に
資
す
る
こ
と

は
疫
学
的
に
は
ほ
ぼ
自
明
で
す
が
、
さ
ら
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
積
み

上
げ
が
必
要
で
す
。
体
育
研
究
所
で
は
基
礎（
私
）、
臨
床（
岡
本
孝

信
教
授
）の
両
方
の
観
点
か
ら
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

体
育
研
究
所
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中
で
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
い

る
の
は
子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
の
研
究
で
す
。
こ
れ
は
正
木
健
雄
名

誉
教
授
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
野
井
真
吾
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
精

力
的
に
研
究
活
動
を
展
開
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
で
す
が
、
様
々
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
は
男
性
ア
ス

リ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
作
ら
れ
て
お
り
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
最
適

と
は
言
え
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
本
学
須
永
美
歌
子
教
授
は
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
本
学
を
特
徴
づ
け
る
重
要

な
課
題
と
し
て
研
究
活
動
を
推
進
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―
近
年
の
特
徴
的
な
研
究
例
を
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

日
体
大
の
中
に
は
様
々
な
優
れ
た
研
究
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
関

与
し
た
研
究
で
日
体
大
の
強
み
で
あ
る
数
多
く
の
大
学
ア
ス
リ
ー
ト

と
い
う
環
境
を
活
か
し
た
研
究
の
ご
く
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

遺
伝
子
と
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係
は
世
界
的
に

は
2
0
0
0
年
ご
ろ
か
ら
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。
中
で
も

A
C
T
N
3
遺
伝
子
は
競
技
力
と
の
関
係
が
高
い
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
私
は
現
体
育
研
究
所
所
員
で
あ
る
菊
池
直
樹
准
教
授
と
協
力

し
A
C
T
N
3
遺
伝
子
と
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
研
究
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
遺
伝
子
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
重
要
な
の
は
対

象
者
と
数
で
す
。
レ
ス
リ
ン
グ
は
本
学
を
代
表
す
る
部
の
一
つ
で
す

が
、
本
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
A
C
T
N
３
遺
伝

子
と
国
際
競
技
力
の
関
係
が
鮮
明
に
示
さ
れ
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
ま
し
た（
１
）。

　

ア
ス
リ
ー
ト
に
お
け
る
腰
痛
な
ど
の
腰
部
疾
患
は
大
き
な
問
題
で

す
。
私
は
現
体
育
研
究
所
所
員
で
あ
る
平
沼
憲
治
教
授
と
協
力
し
、

6
0
1
名
の
本
学
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と
し
て
腰
部
椎
間
板
変
性

に
関
係
の
あ
る
遺
伝
子
の
探
索
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
軟
骨

に
存
在
し
膝
関
節
症
と
関
連
す
る
と
さ
れ
る
C
I
L
P
遺
伝
子
が

腰
部
椎
間
板
変
性
発
生
に
も
関
与
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た（
２
）。

ま
た
、
や
は
り
本
学
の
競
技
力
を
代
表
す
る
競
技
体
操
部
に
お
け

る
腰
部
疾
患
の
特
徴
と
そ
の
遺
伝
子
と
の
関
係
も
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た（
３
）。

　

こ
れ
ら
遺
伝
子
研
究
は
運
動
生
理
学
を
分
子
レ
ベ
ル
で
理
解
す
る

分
子
運
動
生
理
学
研
究
の
先
駆
け
と
い
え
ま
す
。
現
在
私
共
の
グ

ル
ー
プ
で
は
ヒ
ト
に
お
け
る
こ
れ
ら
遺
伝
子
研
究
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
す
べ
く
、
田
村
優
樹
助
教
、
鴻
崎
香
里
奈
助
教
ら
と
と

も
に
遺
伝
子
編
集
技
術
を
用
い
て
ヒ
ト
遺
伝
子
研
究
モ
デ
ル
マ
ウ
ス

（
ラ
ッ
ト
）を
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

（
１
）Kikuchi N

 et al., Int J Sports Physiol Perform

、2013, 8(1): 57-61

（
２
）Koyam

a K et al, Int J Sports M
ed, 2013, 34(3):218-22

（
３
）M
in SK et al, Am

 J Sports M
ed, 2010, 38(12):2552-2557 

―
体
育
研
究
所
の
取
り
組
み
に
お
い
て
課
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は

な
ん
で
し
ょ
う
。

　　

課
題
の
一
つ
は
研
究
レ
ベ
ル
の
さ
ら
な
る
高
度
化
で
す
。
科
研
費

取
得
状
況
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
数
十
年
本
学
の
研
究
活

動
と
そ
の
レ
ベ
ル
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス

ポ
ー
ツ
文
化
研
究
所
と
と
も
に
本
学
を
代
表
す
る
研
究
所
と
し
て
、

体
育
研
究
所
は
さ
ら
な
る
研
究
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
指
す
べ
き
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
人
事
配
置
、
外
部
資
金
の
獲
得
、
外
部

組
織
と
の
連
携
、
国
際
化
と
い
っ
た
様
々
な
手
段
が
あ
り
ま
す
。
研

究
の
高
度
化
を
は
か
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
一
昨
年
度
よ
り
助
教

R
F （research fellow

）
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
助
教
R
F
は

学
内
外
を
問
わ
な
い
一
般
公
募
に
て
人
選
を
行
い
、研
究
能
力
に
よ
っ

て
採
否
を
決
定
す
る
こ
と
で
、
体
育
研
究
所
の
研
究
力
の
向
上
を

目
指
し
た
制
度
で
す
。
現
在
3
名
の
助
教
R
F
が
位
置
づ
い
て
お
り
、

鋭
意
研
究
活
動
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
広
報
活
動
で
す
。
学
納
金
に
支
え
ら
れ
て
い

る
我
々
の
活
動
は
し
っ
か
り
学
内
に
還
元
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
従
来
の
マ
ン
ス
リ
ー
学
術
セ
ミ
ナ
ー
等
の
講
演
活
動
の

実
施
に
加
え
て
、
本
年
度
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
て
学
内

外
へ
の
研
究
活
動
の
広
報
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
学

部
・
大
学
院
教
育
に
関
し
て
も
研
究
成
果
が
還
元
で
き
る
仕
組
み

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
学
部
生
・
院
生
・
教
職
員
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

特
に
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
他
の
体
育
系
大
学
に
負
け

な
い
国
際
レ
ベ
ル
の
研
究
が
日
体
大
発
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
そ
の
研
究
の
い
く
つ
か
は
本
学
の
高
い
競
技
力
と
結
び
つ
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
体
大
はN

ippon Sport Science 

U
niversity

の
英
語
名
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
で
あ
る
と
自
負
し
て
い

た
だ
い
て
結
構
だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
重
責
の
一
翼
を
担
う
組
織

が
体
育
研
究
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
構
想
・
抱
負
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
日
本
体
育
大
学
を
研
究
面
か
ら
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
べ
く
体
育
研
究
所
は
本
学
に
ふ
さ
わ
し
く
か
つ
強
み

の
あ
る
テ
ー
マ
で
研
究
を
展
開
し
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

国
際
競
技
力
の
向
上
に
耐
え
う
る
高
い
レ
ベ
ル
で
の
研
究
を
展
開
す

べ
き
で
す
。
こ
れ
ら
の
重
責
を
果
た
す
べ
く
、
今
後
も
体
育
研
究
所

の
取
り
組
み
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

中里  浩一
（なかざと  こういち）

体育研究所所長、保健医療学

部整復医療学科。東京大学総

合文化研究科広域科学専攻生

命環境科学系博士課程修了／

博士(学術)。専門は複合領域、

生物学、医歯薬学。運動生理

学、運動生化学をメインに人の

体と運動との関係について科学

的解明に挑んでいる。

Research Institute for Sport Science
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for 

Narumi

Talk about

日体大＆児スポ

スポーツが好き。子どもが好き。そんな仲間たちが集まる児童ス

ポーツ教育学部（愛称：児スポ）。元気いっぱいで、個性あふれ

る学生たちが集まっています。まずは、そんな児スポの魅力を、

児童スポーツ教育学部に在籍する一方、日本女子サッカーリーグ

「日テレ・ベレーザ」で活躍する三浦成美選手と仲間たちに紹介

してもらいます。

Talk about

三浦成美

吉
倉
　
普
段
私
た
ち
と

会
っ
て
い
る
と
き
と
、
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
る
と
き
と

全
然
違
い
ま
す
ね
。

林
　
そ
う
！
　
ギ
ャ
ッ
プ
し

か
な
い
。
テ
レ
ビ
で
サ
ッ
カ
ー
を
プ
レ
ー
し
て
い
る

の
を
見
る
と
、
す
ご
い
人
だ
と
思
い
ま
す
。

吉
里
　
切
り
替
え
が
さ
す
が
で
す
よ
ね
。

宮
下
　
普
段
は
の
ん
び
り
屋
さ
ん
で
、
い
い
意
味

で
天
然
な
感
じ
が
し
ま
す
け
れ
ど
。

吉
里
　
ゆ
る
い
？
　
で
も
誰
と
で
も
話
せ
る
や
さ

し
い
人
で
す
。

宮
口
　
つ
ま
り
は
、
い
い
ヤ
ツ
っ
て
こ
と
。

全
員
　
そ
の
通
り
！

三
浦
　
そ
う
な
の
か
な（
笑
）。
切
り
替
え
と
言
う

と
、
サ
ッ
カ
ー
の
と
き
は
確
か
に
ス
イ
ッ
チ
入
り
ま

す
ね
。

宮
下
　
そ
れ
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
な
の
に
、

そ
ん
な
ス
ゴ
さ
を
出
さ
な
い
ん
で
す
。

林
　
私
は
三
浦
さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
で
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
私
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

吉
倉
　
で
は
、
三
浦
さ
ん
は
私
た
ち
の
こ
と
を
ど

う
思
っ
て
い
ま
す
か
？
　

三
浦
　
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
私

も
頑
張
れ
る
し
、
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
と

て
も
大
き
な
存
在
で
す
。

全
員
　
カ
ッ
コ
い
い
！

三
浦
　
そ
う
そ
う
、
W
杯
の
と
き
、
み
ん
な
か
ら

応
援
の
動
画
を
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
よ
ね
。
そ
れ

を
毎
試
合
前
に
見
て
い
ま
し
た
。う
れ
し
か
っ
た
し
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
。
み
ん
な
あ
り

が
と
う
！

三
浦
　
と
に
か
く
、
み
ん

な
と
一
緒
に
い
る
時
間
は
本

当
に
楽
し
い
で
す
。

宮
下
　
そ
う
い
え
ば
、
私

た
ち
っ
て
入
学
の
と
き
に
気

が
つ
い
た
ら
友
だ
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

吉
里
　
授
業
で
は
実
技
が
楽
し
か
っ
た
。

吉
倉
　
そ
う
、球
技
が
楽
し
か
っ
た
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
と
か
。
児
ス
ポ
な
ら
で
は
の
授
業
だ
と
思
い
ま

す
。

宮
口
　
１
年
の
と
き
の
実
習
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ポ

イ
ン
ト
を
探
し
に
行
く
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を

福
島
で
や
り
ま
し
た
ね
。

三
浦
・
吉
倉
・
宮
口
　
楽
し
か
っ
た
！

林
・
宮
下
・
吉
里
　
え
ー
！
　
め
っ
ち
ゃ
つ
ら
か
っ

た
け
ど
…（
笑
）

三
浦
　
そ
の
と
き
み
ん
な
で
作
っ
た
カ
レ
ー
が
す

ご
く
美
味
し
か
っ
た
。
火
起
こ
し
か
ら
や
り
ま
し

た
よ
ね
。

吉
倉
　
１
年
の
と
き
だ
け
で
は
な
く
て
、
４
年
の

と
き
に
も
行
き
た
か
っ
た
で
す
ね
。

吉
倉
　
日
体
大
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
児
ス
ポ
に
入
っ

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

宮
下
　
授
業
で
教
え
て
く
だ
さ
る
先
生
が
ス
ゴ
い

方
々
ば
か
り
だ
し
、
有
名
な
選
手
も
い
っ
ぱ
い
い
ま

す
。

三
浦
　
私
は
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
の
授
業
な
ど
、
選

手
と
し
て
生
か
せ
る
こ
と
が
多
く
、
と
て
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
小
さ
な
子
ど
も
の
先
生
に

な
り
た
く
て
日
体
大
に
入
っ
た
の
で
、
児
ス
ポ
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
将
来
は
指
導
者
に
な
り
た

い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

林
　
三
浦
さ
ん
が
先
生
な
ら
み
ん
な
か
ら
好
か
れ

ま
す
よ
。

宮
下
　
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
そ
う
。

宮
口
　
私
も
三
浦
さ
ん
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
わ
り
た

い
！

宮
下
　
今
の
ま
ま
の
三
浦

さ
ん
が
と
て
も
素
敵
だ
と

思
う
か
ら
、
今
の
ま
ま
の

姿
で
世
界
で
活
躍
し
て
く

だ
さ
い
。

吉
里
　
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け

る
の
は
大
変
な
こ
と
は
自
分
も
や
っ
て
き
た
の
で
わ

か
り
ま
す
。
そ
れ
を
卒
業
し
て
か
ら
も
続
け
て
い

く
の
で
ず
っ
と
応
援
を
続
け
ま
す
。

吉
倉
　
体
を
大
切
に
、
け
が
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
ね
。
三
浦
さ
ん
は
や
さ
し
い
か
ら
い
ろ
い
ろ
た

め
込
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
時
々

発
散
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

宮
口
　
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
三
浦
さ
ん
が
い
た
か
ら
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
の
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
を
知

ら
な
い
人
に
も
三
浦
さ
ん
の
プ
レ
ー
で
サ
ッ
カ
ー
旋

風
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

林
　
今
で
も
十
分
頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
か
ら
、

た
ま
に
は
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
私

は
卒
業
し
て
仕
事
を
始
め
て
も
土
日
は
休
み
な
の

で
、
試
合
を
見
に
行
き
ま
す
。

三
浦
　
み
ん
な
あ
り
が
と
う
！
　
目
標
は
選
手
と

し
て
活
躍
し
続
け
る
こ
と
。
み
ん
な
大
事
な
一
生
の

友
だ
ち
な
の
で
、
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
仲
良
し
で
い
て

く
だ
さ
い
ね
。

児童スポーツ教育学部４年
宮下  芽衣

児童スポーツ教育学部４年
吉里  美優

児童スポーツ教育学部４年
林　睦稀

Navigator 児スポのスゴイ人！

三浦成美（Miura Narumi）

神奈川県立川崎北高校出身

学業とサッカー選手を両立。優
しく、仲間思いと評判。なでし
こジャパンのメンバーに選ばれ
るなどサッカーに全 力 投 球 だ
が、子どもにサッカーを教える
夢も持っている。
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夢見る！児スポ女子Special Contents 

１  私服の人がほとんど
　部活に入っていない学生もいて、ジャージでは

なく私服の人が多いようです。もちろんジャージ

を着て来る人もいます。それだけ服装は自由だと

いうことです。

２  比較的時間がフリー
　1、2年時は授業が第一ですが、しっかり単位

を取っていけば3年、4年と授業はそれほど忙し

くなく、開いた時間の「空きコマ」ができます。

その時間に友だちと遊んだり、自分の勉強をした

りと時間が有効に使えます。

３  実技が不安でも大丈夫
　小さな子どもたちの先生を目指すので、本格

的な競技スポーツより体を動かす運動のような実

技が多めです。教室で受ける授業も多くあり、4

年になるとほとんどが座学です。運動が苦手とい

う人も児スポでなら楽しく学べます。

４  クラスのまとまりが最高
　1年から4年まで約40名が同じクラスで授業を

受けます。部活に入っていなくても、自然とその

クラスで友だちができ、密度の濃いつきあいが

でき、一生の仲間もできます。

５  4年間キャンパスが世田谷
　1年から4年まで授業は東京・世田谷キャンパ

スで行なわれます。都心へも出かけるのも便利

です。

児スポが
好き！

～三浦成美選手と仲間たちの女子トーク～

三浦選手
with

仲間たちが選んだ

 児スポあるあるトップ　

◆児童スポーツ教育学部
「児童スポーツ教育コース」と「幼児教育保育

コース」の2コースがあり、次代を担う子ども

たちの「健康で豊かな社会」を創造できる、

子どもの健康と成長に寄り添い見守れる指導者

を目指します。

５

児童スポーツ教育学部４年
吉倉  唯衣

児童スポーツ教育学部４年
宮口  沙也
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◆
日
体
大
に
入
っ
た
経
緯
は
？

三
浦
　
子
ど
も
が
好
き
で
、
子
ど
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を

教
え
る
こ
と
が
学
べ
る
大
学
を
探
し
て
い
て
日
体
大
に

決
め
ま
し
た
。
家
か
ら
近
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

実
は
兄
も
日
体
大
出
身
な
の
で
す
。

有
吉
　
私
は
当
時
、
日
体
大
の
サ
ッ
カ
ー
部
が
強
い

と
評
判
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
日
体
大
で
サ
ッ
カ
ー
部

（
女
子
）に
入
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
高
校
の
監
督
に

勧
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
、
魅
力
は
何
で
し
ょ
う
？

有
吉
　
ボ
ー
ル
１
つ
で
み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て
い
る
実

感
が
し
ま
す
。
パ
ス
を
ま
わ
し
て
ゴ
ー
ル
を
狙
う
。
得

点
を
す
る
に
は
み
ん
な
が
ボ
ー
ル
に
関
わ
ら
な
い
と
い

け
な
い
し
、
同
じ
目
的
を
持
っ
て
プ
レ
ー
す
る
の
で
、

や
っ
て
い
て
と
て
も
楽
し
く
て
魅
力
的
だ
と
思
い
ま

す
。

三
浦
　
そ
の
通
り
で
す
。
さ
す
が
有
吉
さ
ん
。
サ
ッ

カ
ー
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
み
ん
な
で
考
え
、
み

ん
な
で
悩
ん
で
、
そ
し
て
練
習
す
る
。
一
つ
の
ゴ
ー
ル

を
狙
う
に
も
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
一
緒
に
考
え
て
プ

レ
ー
す
る
の
が
い
い
で
す
。
み
ん
な
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー

の
話
を
し
て
い
る
と
き
が
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

～アスリートとしての三浦成美とサッカーを語る～

サ
ッ
カ
ー
が
好
き
！

バイタリティあふれる児スポ女子を代表する三浦成美選手。そして、日体大は多くの女子サッカー選

手を輩出しています。日体大出身で、同じ日テレ・ベレーザの先輩として三浦選手を見守ってきた

のが有吉佐織選手です。続いては、学生生活とサッカーを両立している三浦選手の「プロサッカー

選手」としての顔に焦点を当てます。三浦選手と有吉選手に、サッカーの魅力や選手としてのビジョ

ン、そして日体大について語ってもらいました。

三浦成美
×

有吉佐織
日テレ・ベレーザ

日テレ・ベレーザ

夢見る！ 児スポ女子
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◆
日
体
大
、日
テ
レ・
ベ
レ
ー
ザ
の
先
輩
と
し
て
、

後
輩
と
し
て
　

三
浦
　
有
吉
さ
ん
は
、
ベ
レ
ー
ザ
の
先
輩
で
あ
る
し
、

私
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
は
な
い
の
で
す
が
、
日
体
大
の
先

輩
で
も
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
何
か
ら
何
ま
で
お
世

話
に
な
り
っ
放
し
で
す
。

有
吉
　
家
も
近
い
の
で
ク
ル
マ
で
送
っ
て
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
三
浦
さ
ん
は
向
上
心
の
固
ま
り
の
よ
う
な

人
で
、
サ
ッ
カ
ー
に
対
し
て
は
す
ご
く
一
途
で
す
。
何

で
も
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
と
き
と
し
て

走
り
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
セ
ー
ブ
す

る
の
が
自
分
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
じ
め
な

一
方
、
天
然
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
れ
が
魅
力
で
も

あ
り
ま
す
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
〝
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス

タ
〟
と
も
言
え
ま
す
。

三
浦
　 

私
は
有
吉
さ
ん
に
は
助
け
ら
れ
て
ば
か
り
で

す
。
有
吉
さ
ん
は
ベ
レ
ー
ザ
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
、

い
る
だ
け
で
雰
囲
気
が
よ
く
な
る
存
在
で
す
。
精
神

的
支
柱
で
す
。
逆
に
自
分
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
目

立
た
な
い
選
手
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
的

に
み
ん
な
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
役
割
だ
か
ら
そ
う
だ
と
も

言
え
ま
す
。

有
吉
　
い
い
意
味
で
目
立
た
な
い
選
手
で
す
。
み
ん
な

の
橋
渡
し
的
存
在
だ
か
ら
で
す
。
で
も
、
三
浦
さ
ん

が
い
る
か
ら
こ
そ
他
の
選
手
が
い
い
プ
レ
ー
が
で
き
る

し
、
得
点
に
つ
な
が
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
大
事
な
役

割
を
高
い
レ
ベ
ル
で
で
き
る
の
で
非

常
に
重
要
な
選
手
で
す
。

◆
こ
れ
ま
で
の
選
手
経
験
で
印

象
に
残
っ
た
試
合
は
？

三
浦
　
ベ
レ
ー
ザ
で
は
2
0
1
9

年
の
皇
后
杯
決
勝
で
す
。
そ
の
と

き
は
I
N
A
C
神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ

を
逆
転
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
2
0
1
9
年

の
W
杯
で
す
。
W
杯
は
雰
囲
気
も

違
う
し
選
手
の
レ
ベ
ル
も
違
う
。
オ

ラ
ン
ダ
に
負
け
て
ベ
ス
ト
16
で
敗
退

し
た
の
で
す
が
、
と
て
も
悔
し
か
っ

た
で
す
。
あ
ん
な
に
悔
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

有
吉
　
W
杯
の
決
勝
で
は
7
～

8
万
人
の
観
客
が
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ

の
応
援
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
や
っ
て
や
る
！
と
す
ご

く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
り
ま
し
た
。

◆
オ
ン
と
オ
フ
の
切
り
替
え
は
？

三
浦
　
私
は
す
ぐ
の
め
り
込
む
タ
イ
プ
で
す
。
特
に

サ
ッ
カ
ー
に
な
る
と
急
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
ま
わ
り

が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
意
識
的
に
ス
イ
ッ
チ
を
オ
フ
に
し
な
い
と
、
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
オ
ン
と
オ
フ
は
し
っ
か
り

切
り
替
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

有
吉
　
私
は
オ
ン
も
オ
フ
も
同
じ
で
す
。
常
に
平
常

心
で
い
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
は

い
ろ
い
ろ
と
経
験
し
て
、
自
分
で
こ
れ
が
い
い
と
た
ど

り
着
い
た
方
法
で
す
。
私
の
方
法
が
誰
に
で
も
当
て
は

ま
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
し
、
ベ
ス
ト
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
な
り
の
独
自
の
方
法
で
す
。

◆
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

の
目
標

三
浦
　
た
だ
う
ま
い
だ
け

で
は
な
い
、
チ
ー
ム
の
状

況
を
よ
く
理
解
し
、
と
き

に
ゲ
ー
ム
の
中
で
展
開
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
選

手
に
な
り
た
い
で
す
。
技

術
だ
け
で
な
く
、
ま
わ
り

に
い
い
影
響
を
与
え
ら
れ

る
選
手
で
す
。
そ
れ
は
有

吉
さ
ん
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
私
は
有
吉
さ
ん

の
よ
う
な
選
手
を
目
指
し

ま
す
。

有
吉
　
ま
ず
、
サ
ッ
カ
ー

を
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
で

す
。
け
が
も
し
た
し
、
W
杯
に
も
出
ら
れ
た
し
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
後
１
シ
ー

ズ
ン
で
も
長
く
サ
ッ
カ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

◆
有
吉
選
手
か
ら
三
浦
選
手
へ
の
エ
ー
ル

有
吉
　
三
浦
さ
ん
は
す
ご
く
い
い
も
の
を
持
っ
て
い
る

人
で
す
。
そ
れ
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
も
、
人
間
と

し
て
も
で
す
。
い
ま
で
も
十
分
魅
力
的
な
人
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
、
も
っ
と

も
っ
と
魅
力
的
な
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

三
浦
　
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
魅
力
的
な
人
間
に

な
り
ま
す
。
有
吉
さ
ん
と
い
う
魅
力
的
な
人
が
身
近

に
い
る
の
で
、
有
吉
さ
ん
を
お
手
本
に
し
ま
す
。

◆
日
体
大
生
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

三
浦
　
日
体
大
は
ま
わ
り
に
目
標
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
人
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
に
自
分
も

刺
激
を
も
ら
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
恵
ま

れ
た
環
境
は
め
っ
た
に
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
大
事
に
し
て
、
自
分
も
も
っ
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

有
吉
　
日
体
大
を
卒
業
し
て
、
あ
ら
た
め
て
日
体
大

の
す
ご
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
競
技
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
が
在
学
し
て
い
た
り
、
卒
業
し
て

い
た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
う
素
晴
ら
し
い
大
学
の
学
生

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

夢見る！ 児スポ女子Special Contents 

（プロフィール）
三浦  成美（みうら  なるみ）

日テレ・ベレーザ所属。ポジションは
ミッドフィールダー。児童スポーツ教
育学部4年。神奈川県立川崎北高校
出身。兄の影響を受けてサッカーを
始める。中学校入学と同時に日テレ・
メニーナに入団。その後、ベレーザ
に昇格。なでしこジャパン（日本女子
代表）に選出され、持ち味を活かして
勝利に貢献している。

（プロフィール）
有吉  佐織（ありよし  さおり）

日テレ・ベレーザ所属。ポジションは
ディフェンダー。2010年、日本体育大
学体育学部卒。神村学園高等部出身。
日体大ではサッカー部（女子）に所属。
インカレ２連覇に貢献した。日体大
卒業後、日テレ・ベレーザに入団し、
主力選手として活躍。2013年、2014
年にはプレナスなでしこリーグのベス
トイレブンに選出されている。
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ス
ポ
ー
ツ
救
急
を
ひ
も
と
く
⑤

第５回

スポーツ救急における119の利用
スポーツのさまざまな場面で119番への通報が必要なことが起こる可能性があります。

もちろん、何もないことが一番ですが、もしもに備えて準備をすることは非常に重要です。

そこで、どんな場合に119番へ通報すべきか、適切な119番への通報の仕方、

119番へ電話するための準備、緊急事態が起きたときへの備えなどについて、

救急救命士で保健医療学部准教授の鈴木健介先生にお聞きしました。

鈴木先生からのメッセージ

　身近で緊急事態が起きたとき、119番に通報す

るでしょう。そのようなとき、本当に119番に電話し

てもよいのか、あるいは何を伝えればよいのか迷

うと思います。確実に緊急を要する危険な状況の

場合は迷わず119番ですが、それほど緊急でない

ときなどは#7119番への電話やスマートフォンアプリ

「Q助」などがあり、どうすべきかの相談ができま

す。こういう相談できる電話や、もし緊急事態が起

きたときどうすればよいかを知っておくと、その後

の処置やけがや病気の状態が変わってきます。同

時にスポーツにいっそう集中することができるでしょ

う。119番を適切に利用できることは、スポーツを

する上で、スポーツのスキル同様に身につける技

術だと考えています。 

【プロフィール】 
ナビゲーター 
鈴木  健介（すずき  けんすけ） 

保健医療学部 救急医療学科 准教授

1984年、東京都生まれ。日本医科大学博士課程修了。救急救命

士・博士（医学）。2015年に日本体育大学保健医療学部助教、

2018年に准教授に就任し、現在に至る。現在も日本医科大学多

摩永山病院 救命救急センターで救急救命士として命をつなぐ

現場に従事する。
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スポーツ救急をひもとく ⑤

　

事
故
や
け
が
を
し
た
人
に
遭
遇
し
た
場
合
、
救
急
車
を
呼

ぶ
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、
ど
ん
な
状
況
な
ら

1
1
9
番
に
電
話
し
ま
す
か
。
も
し
、
対
象
者
の
意
識
が
な

い
な
ら
す
ぐ
に
1
1
9
番
を
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
大
量
の

出
血
を
伴
う
ケ
ガ
な
ど
も
同
様
で
す
。

　

し
か
し
、
1
1
9
番
に
電
話
を
す
る
の
を
た
め
ら
う
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
場
合
は
＃
7
1
1
9
に
電
話
を
す

る
と
、
電
話
で
け
が
や
病
状
な
ど
か
ら
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

ぶ
べ
き
か
、
そ
れ
ほ
ど
緊
急
性
が
な
い
の
で
自
分
た
ち
で
病

院
に
行
く
ほ
う
が
よ
い
か
な
ど
の
相
談
が
で
き
ま
す
。
も
し
、

#
7
1
1
9
で
相
談
し
て
救
急
車
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、
電
話
に
出
た
担
当
者
が
救
急
へ
の
連
絡
を
し
て
く
れ

ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
1
1
9
番
に
電
話
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
#
7
1
1
9
は
東
京
や
横
浜
な
ど
、
一
部
の
自

治
体
し
か
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
#
7
1
1
9
に
連
絡
が

で
き
な
い
場
合
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ

「
Q
助
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
あ
ら
か
じ
め
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。「
Q
助
」
は
緊
急
を
要
す
る
可

能
性
の
あ
る
病
気
や
け
が
に
遭
遇
し
た
と
き
、
該
当
す
る
画

面
を
選
択
し
て
い
く
と
、「
い
ま
す
ぐ
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
」や「
で
き
る
だ
け
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
」

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
ま
す
。
そ
れ
に
従
う
こ
と
で
適
切
に

行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
対
象
者
が
お
お
む
ね
15
歳
ま
で
の
場
合
は
、

＃
8
0
0
0
の
「
こ
ど
も
医
療
で
ん
わ
相
談
」
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
な
う

機
会
が
多
い
場
合
は
、
こ
ち
ら
も
覚
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

　

総
務
省
消
防
庁
に
は
、
救
急
車
が
本
当
に
必
要
な
と
き
は

ど
ん
な
場
合
か
を
紹
介
し
て
い
る
「
救
急
車
を
上
手
に
使
い

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
日
本
語
の
他
、
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
版
も
あ
り
ま
す
。
一
度
目
を
通
し
て
お
く
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

TOPICS①

東京消防庁「救急相談センター」リーフレットより

総務省消防庁「全国版救急受診アプリＱ助」広報用チラシより

Special Contents 

ど
ん
な
と
き
に
救
急
車
を
呼
ぶ
か 
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実
際
に
救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
い
く
つ
か
の
準
備
が
必
要
で

す
。
そ
の
準
備
が
あ
る
か
な
い
か
で
、
そ
の
後
の
処
置
に
大
き

な
差
が
生
ま
れ
ま
す
の
で
、
準
備
は
非
常
に
重
要
で
す
。 　

　

ま
ず
、
１
１
９
番
を
し
た
と
き
に
必
ず
聞
か
れ
る
こ
と
の

準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
発
生
場
所（
住
所
）、
傷
病
者

が
意
識
が
あ
る
か
、
呼
吸
を
し
て
い
る
か
、
性
別
や
年
齢
、

通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号
は
必
ず
聞
か
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

傷
病
者
の
発
生
し
た
時
刻
や
ど
う
い
う
状
況
で
け
が
を
し
た

り
病
気
に
な
っ
た
り
し
た
の
か
、
現
在
ま
た
は
以
前
か
か
っ
て

い
る
病
気
や
ケ
ガ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
、
薬
は
飲
ん
で
い
る

か（
お
薬
手
帳
の
有
無
）、
ご
家
族
の
連
絡
先
や
連
絡
は
つ
い

て
い
る
か
な
ど
は
、
救
急
隊
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
情
報
で

す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
場
合
、
1
1
9
番
に
通
報
す
る
と
電
話

を
受
け
た
消
防
庁
な
ど
が
位
置
情
報
を
取
得
す
る
の
で
、
位

置
情
報
を
オ
ン
に
し
て
お
く
と
、
す
ぐ
に
自
分
の
位
置
を
正

し
く
救
急
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

患
者
が
小
さ
な
子
ど
も
の
場
合
は
薬
の
量
を
決
め
る
と
き

に
重
要
な
の
で
、
身
長
、
体
重
も
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

は
救
急
隊
が
必
ず
聞
く
こ
と
で
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
覚
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
記
録
に
残
す
こ
と

で
す
。
先
に
紹
介
し
た
発
生
し
た
時
刻
か
ら
、
何
時
何
分
に

何
を
し
た
か
、
ど
ん
な
状
況
か
な
ど
時
系
列
で
紙
に
記
録
し

て
お
き
ま
す
。
緊
急
事
態
が
起
き
、
自
分
が
発
見
し
て
対
応

す
る
場
合
、
周
囲
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
今
か
ら
自
分

が
話
す
通
り
に
記
録
を
し
て
く
だ
さ
い
と
依
頼
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
記
録
を
救
急
隊
に
渡
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
非
常
に
良
い
対
応
で
す
。
学
校
で
保
護
者
の
説

明
に
使
用
す
る
な
ど
、
記
録
を
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
記
録
を
コ
ピ
ー
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
て
か
ら
渡

す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
記
録
に
よ
っ
て
、
混
乱
し
た
状
況
で
あ
っ

て
も
確
実
か
つ
迅
速
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
情

報
を
も
と
に
病
院
連
絡
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

救
急
車
を
呼
ん
だ
ら
、
ど
こ
ま
で
救
急
車
が
入
れ
る
か
、

ビ
ル
な
ど
の
場
合
は
何
階
な
の
か
、
学
校
な
ど
の
場
合
、
北

門
な
の
か
、
南
門
な
の
か
、
具
体
的
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
分
か

り
や
す
い
と
こ
ろ
で
待
機
し
誘
導
す
る
と
効
率
的
で
す
。　

 

　

心
肺
停
止
の
状
態
で
A
E
D
を
使
う
場
合
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
A
E
D
を
使
っ
た
場
合
、
心
臓
が
動
き
出
し
た

と
し
て
も
胸
に
貼
っ
た
パ
ッ

ド
は
外
さ
ず
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
心
電
図
を
記
録
し
続
け

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
デ
ー

タ
が
そ
の
後
の
治
療
に
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

TOPICS②

総務省消防庁「救急車利用リーフレット」成人版より

column経 験とス キ ル が 向 上 、   学 生 メディカ ルラリー

救急医療学科では訓練に日々励んでいます

救
急
車
が
到
着
す
る
前
に
す
べ
き
こ
と

重大な病気やけがの可能性があります!

意識の障害 吐き気

けいれん

飲み込み

けが・やけど
事故

●意識がない（返事がない）
　またはおかしい（もうろうとしている）
●ぐったりしている

●顔半分が　　
動きにくい、
または、　　
しびれる

●ニッコリ笑う
と口や顔の　
片方がゆがむ

●ろれつがまわりにくく、　
うまく話せない

●見える範囲が狭くなる

●突然、周りが二重に見える

●顔色が明らかに悪い

●突然の激しい頭痛

●突然の高熱

●支えなしで立てないぐらい
急にふらつく

●突然の激痛

●急な息切れ、呼吸困難

●胸の中央が締め付けられる
ような、または圧迫される
ような痛みが２～３分続く

●痛む場所が移動する

●突然の激しい腹痛

●激しい腹痛が持続する

●血を吐く

●便に血が混ざる　　　　　
または、真っ黒い便が出る

●突然のしびれ

●突然、片方の腕や足に
力が入らなくなる

●冷や汗を伴うような強い吐き気

●けいれんが止まらない
●けいれんが止まっても、
意識がもどらない

●物をのどにつまらせて、
　呼吸が苦しい、意識がない

●大量の出血を伴うけが
●広範囲のやけど

●交通事故にあった（強い衝撃を受けた）
●水におぼれている
●高いところから落ちた

◎その他、いつもと違う場合、様子がおかしい場合

おとな顔 頭

胸や
背中

おなか手・足

重大な病気やけがの可能性があります!

意識の障害 吐き気

けいれん

飲み込み

けが・やけど
事故

●意識がない（返事がない）
　またはおかしい（もうろうとしている）
●ぐったりしている

●顔半分が　　
動きにくい、
または、　　
しびれる

●ニッコリ笑う
と口や顔の　
片方がゆがむ

●ろれつがまわりにくく、　
うまく話せない

●見える範囲が狭くなる

●突然、周りが二重に見える

●顔色が明らかに悪い

●突然の激しい頭痛

●突然の高熱

●支えなしで立てないぐらい
急にふらつく

●突然の激痛

●急な息切れ、呼吸困難

●胸の中央が締め付けられる
ような、または圧迫される
ような痛みが２～３分続く

●痛む場所が移動する

●突然の激しい腹痛

●激しい腹痛が持続する

●血を吐く

●便に血が混ざる　　　　　
または、真っ黒い便が出る

●突然のしびれ

●突然、片方の腕や足に
力が入らなくなる

●冷や汗を伴うような強い吐き気

●けいれんが止まらない
●けいれんが止まっても、
意識がもどらない

●物をのどにつまらせて、
　呼吸が苦しい、意識がない

●大量の出血を伴うけが
●広範囲のやけど

●交通事故にあった（強い衝撃を受けた）
●水におぼれている
●高いところから落ちた

◎その他、いつもと違う場合、様子がおかしい場合

おとな顔 頭

胸や
背中

おなか手・足
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急
を
要
す
る
疑
い
の
あ
る
事
故
や
け
が
で
＃
7
1
1
9

に
電
話
し
た
が
、
救
急
車
を
呼
ぶ
ま
で
の
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
で
病
院
に
行
く
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

＃
7
1
1
9
は
病
気
や
け
が
の
状
況
か
ら
い
く
つ
か
病
院
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
を
メ
モ
し
て
お
き
ま
す
。
そ
の
後
、

直
接
病
院
に
行
く
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
行
こ
う
と
す
る

病
院
に
電
話
し
、
受
診
し
て
く
れ
る
か
の
確
認
を
取
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
病
院
が
多
く
の
救
急
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
て
、
対
応
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
す
。
メ
モ
し

て
お
い
た
病
院
に
い
く
つ
も
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、
も
う
一
度
＃
7
1
1
9
に
電
話
を

し
て
状
況
を
話
し
相
談
し
て
み
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

＃
7
1
1
9
は
移
動
の
と
き
、
対
象
者
を
ど
う
い
う
体
勢

で
連
れ
て
行
く
か
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

ず
は
対
象
者
が
楽
な
姿
勢
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

と
に
か
く
緊
急
を
要
す
る
事
態
で
は
な
い
の
で
す
が
、
起
こ

る
こ
と
を
想
定
し
準
備
を
し
て
お

く
べ
き
で
す
。
ど
こ
に
ど
ん
な
医

療
機
関
が
あ
る
か
の
情
報
共
有
は

最
低
限
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

準
備
と
い
う
点
で
は
、
も
し
も

に
備
え
て
何
を
ど
う
す
べ
き
か
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で

す
。
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
の
際
、
実
際
の
現

場
を
再
現
す
る
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
く
こ
と

で
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
基
本
的
な
流
れ
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
記

す
だ
け
で
な
く
、
い
つ
も
高
所
で
活
動
し
て
い
る
、
水
が
近
く

に
あ
る
な
ど
、
そ
の
部
や
サ
ー
ク
ル
、
組
織
に
よ
っ
て
特
有
の

事
柄
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
対
応
し
た
こ
と
も
書

き
込
め
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
訓
練
の
後
、
何
を
改
善
す
べ
き
か
、
今
後
ど

う
す
べ
き
か
な
ど
を
再
考
し
、
み
ん
な
で
そ
の
情
報
と
経
験

を
共
有
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
何
か
起
き
た

場
合
、
ゼ
ロ
か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
自
然
に
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
理
想
的
で
す
。

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
情
報
、
経
験
な
ど
は
一
部
の
人
に
限
ら

ず
、
部
員
や
メ
ン
バ
ー
す
べ
て
の
人
が
共
有
し
て
お
く
べ
き
で

す
。
一
部
の
人
に
限
ら
れ
て
い
る
と
、
そ
の
人
た
ち
が
い
な
い

と
緊
急
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
多
く

の
人
を
緊
急
事
態
か
ら
救
う
た
め
に
も
、
緊
急
対
応
は
み
ん

な
の
常
識
の
よ
う
に
な
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ど
ん
な
と
き
に
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
を

知
り
、
そ
し
て
何
か
起
き
た
と
き
に
適
切
に
対
応
で
き
る
と
、

救
急
車
の
効
率
的
な
利
用
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
で

一
人
で
も
多
く
の
命
が
救
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

TOPICS③

スポーツ救急をひもとく ⑤Special Contents 

経 験とス キ ル が 向 上 、   学 生 メディカ ルラリー
　メディカルラリーとは、医師、看護師、救急救命士、薬剤師などの医

療関係者がチームを組んで、医療が必要な緊急事態に対応するスキルを

競う競技会です。2018年11月に第1回日体大学生メディカルラリーを実

施しました。日体大の学生だけでなく、近隣の医療・看護系大学など約

200名が参加しました。

　１チーム（6-8名）で5-6のシナリオを行います。各シナリオで救急救命

士・救急隊員・消防隊・医師・看護師など役割を指定され活動します。

競技会は緊急の連絡を受け救急隊が到着するところから始まります。現場

の状況の判断、処置方法や搬送先を選択。現場の状況と傷病者の状態を

時系列で記録するなどを競います。

　他大学と競うことでスキルの向上はもちろんですが、さまざまな人たち

とのコミュニケーションが図れ、卒業後にもこの関係が役立つと考えてい

ます。そうすることで本当のチーム医療が実現できると考えています。

　今後は、大学生だけでなく子どもも参加できるメディカルラリーを開催

したいと思います。 

救
急
で
は
な
い
が

受
診
が
必
要
な
と
き
、ど
う
す
る 

学校教職員を対象とした講習会を行っています。
様々な教材も公開しています。ぜひご活用ください。
http://emergencyfirstaidinschool.com/



―
―
陸
上
を
始
め
た
き
っ
か
け

小
学
校
５
年
生
に
と
き
に
病
気
で
足
を
切
断
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
自
分
で
積
極
的
に
動
く
こ
と

が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
に
進
み
2
年
生
の
と

き
、
義
足
装
具
士
に
足
を
失
っ
た
人
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ク

ル
や
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
が
あ
る
か
ら
と
誘
わ
れ
て
行
く
こ

と
に
な
り
、そ
こ
で
陸
上
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

走
る
こ
と
は
楽
し
い
、
風
を
切
る
の
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
こ
と
な
の
か
と
改
め
て
思
っ
た
の
で
す
。
以
来
、
月
に

1
回
程
度
、
陸
上
の
練
習
に
参
加
し
、
時
々
大
会
に
も
出

場
し
ま
し
た
。
当
時
、
陸
上
の
楽
し
さ
は
実
感
し
て
い
ま

し
た
が
、
陸
上
の
選
手
に
な
ろ
う
と
か
、
ど
う
し
て
も
優

勝
し
た
い
と
か
、
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

競
技
と
し
て
陸
上
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
日

体
大
に
進
学
し
て
か
ら
で
す
。
水
泳
や
ゴ
ル
フ
、
そ
れ
に

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
習
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
は
好
き
だ
っ
た
の
で
、
意
を
決
し
て
陸
上
で
自
分
を

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
日
体
大
に
進
学
を
決
め
た
理
由

日
体
大
に
給
付
型
の
奨
学
金
と
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
が
あ
っ
た
こ
と
が
決
め
手
で
し
た
。
日
体
大
で
東

京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
本
格
的
に
陸
上
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
、
建
築
系

の
学
部
志
望
か
ら
１
８
０
度
方
向
転
換
し
て
進
学
を
決
め

た
の
で
す
。
陸
上
は
ほ
ぼ
初
心
者
レ
ベ
ル
だ
っ
た
の
で
、
1

年
生
の
と
き
は
特
に
練
習
が
辛
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
の
で
辞
め
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
れ
ば
や
る
だ
け

記
録
が
伸
び
て
い
く
こ
と
も
気
持
ち
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
9
月
に
は
走
り
幅
跳
び
で
ア
ジ
ア
新
記
録
を

達
成
し
ま
し
た
。
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
で

す
ご
く
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
授
業
で
は
、
水
泳
で
自
分
が
泳
げ
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
2
年
の
海
浜
実
習
で
の
遠
泳
は
完
泳
で

き
、や
れ
ば
で
き
る
と
自
信
が
付
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

日
体
大
に
入
学
し
て
か
ら
活
動
範
囲
が
格
段
に
広
が
り
ま

し
た
。

―
―
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
両
親
の
お
か
げ

私
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
両
親
は
医
師
か
ら
も
う
助

か
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
治
療
を
続
け
て
大
変

な
思
い
を
さ
せ
る
よ
り
、
残
り
の
人
生
で
好
き
な
こ
と
を

さ
せ
て
あ
げ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
選
択
肢
も
勧
め
ら
れ
た

そ
う
で
す
。

で
も
、
両
親
は
そ
ん
な
こ
と
は
私
に
は
全
く
言
わ
ず
、

そ
ん
な
素
振
り
も
見
せ
ず
に
治
療
を
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
ま
さ
か
自
分
が
そ
ん
な
運
命
に
あ
る
と
は
当

時
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
親
が
作
っ
て
く
れ
た
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
り
、
漢
方
薬
を
服
用
し
た
り
し
て
も
、

な
ん
で
こ
ん
な
に
美
味
し
く
な
い
も
の
を
飲
み
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
恨
め
し
く
思
っ
た
こ
と
も
一
度
や
二

度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
親
は
わ
ず
か
な
可
能
性
に
賭
け

て
私
の
治
療
を
続
け
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
私
は
こ
う
し
て
生
き
続
け
て
、
大
人
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
両
親
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
今
で
は
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
て
、
そ
し
て
メ
ダ

ル
を
取
る
と
い
う
大
き
な
夢
も
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
監

督
や
先
輩
、
ま
わ
り
の
仲
間
も
一
緒
で
す
か
ら
、
今
は
最

高
に
幸
せ
で
す
。

―
―
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
夢
の
舞
台

東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
、
現

在
、
走
り
幅
跳
び
と
1
0
0
メ
ー
ト
ル
の
2
種
目
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
幅
跳
び
で
距
離
を
伸
ば
す
た
め
に
は
走

り
も
重
要
な
の
で
走
る
練
習
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
練
習
は
最
初
の
ア
ッ
プ

や
ジ
ョ
グ
や
体
操
な
ど
、
み
ん
な
で
で
き
る
こ
と
は
み
ん

な
で
ま
と
ま
っ
て
行
い
ま
す
。
パ
ラ
の
選
手
は
一
人
ひ
と
り

障
が
い
が
違
う
こ
と
も
あ
っ
て
一
人
で
練
習
す
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
日
体
大
は
み
ん
な
で
で
き
る
と
こ
ろ
が
す

ご
く
い
い
で
す
。

ま
た
、
海
外
の
大
会
な
ど
に
参
加
し
て
大
学
に
戻
っ

て
く
る
と
、
仲
間
が
大
会
の
様
子
を
聞
い
て
く
れ
た

り
、
声
を
か
け
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。
パ
ラ
の
競
技
は
ま

だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
競
技
や
私
の
義

足
の
こ
と
に
つ
い
て
、
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
人
も
い
て
、

私
も
し
っ
か
り
説
明
し
ま
す
。
私
も
陸
上
に
つ
い
て
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
か
ら
教
え
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
心
強
い
で
す
。
陸
上
は
個
人
ス
ポ
ー

ツ
で
す
が
、
チ
ー
ム
で
戦
っ
て
い
る
よ
う
な
実
感
が
あ
り
ま

す
。

―
―
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

日
体
大
の
学
生
は
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
本
気
で
取

り
組
ん
で
い
る
選
手
た
ち
ば
か
り
で
す
。
多
く
の
仲
間
に

出
会
い
、
こ
う
し
た
情
熱
を
と
て
も
強
く
感
じ
て
き
ま
し

た
。私

自
身
も
病
気
の
絶
望
を
経
験
し
た
所
か
ら
陸
上
競
技

に
出
会
い
、
そ
し
て
今
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
メ

ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
い
う
大
き
な
目
標
が
あ
り
ま
す
。
日

体
大
生
の
一
員
と
し
て
、
彼
ら
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
自

分
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、憧
れ
て
い
る
重
本
沙
絵
選
手（
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・ 

陸
上
競
技
メ
ダ
リ
ス
ト
）の
よ
う
に
私
も
活
躍
し
、人
々

に
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
、
そ
し
て
今
・
今

日
を
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
今
で

き
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
11
月
の
世
界
選
手
権
で
し
っ
か
り
結
果
を
残
し
、

2
0
2
0
年
東
京
大
会
へ
の
切
符
を
つ
か
み
ま
す
。

目標を与えてくれた陸上。チャンスをくれた日体大。
両親、出会う人々への感謝の気持ちを胸に
2020年に向けて全力で走り続ける。

Nex t  i s  u s

兎澤朋美
パ ラ 陸 上 （ 1 0 0 m 、 走 幅 跳 ）

日体魂の聖火リレー
～ 日 体 魂 を 受 け 継 ぐ 者 ～
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できると信じれば、必ず夢を実現できる
そう強く決意し、大きく羽ばたく

兎澤朋美（とざわ  ともみ）体育学部3年　陸上競技部 パ
ラアスリートブロック所属。常総学院高校卒業。小学
校5年生のとき骨肉腫で左足を切断。中学2年生のとき
陸上を始める。大学から本格的に競技として取り組み、
2018年9月に走幅跳で4.07mのアジア新記録を樹立（現
在は4.44mの記録を保持）。100mでは2019年4月、 兵
庫リレーカーニバルで16秒73のアジア新記録を樹立(現
在は16秒41の記録を保持)。

 ［Next is us　日体魂の聖火リレー］
◆八木選手からの質問に答えて

「私はメンタルがまだまだ課題と自覚しています。どうやった
ら落ち着いて、あるいは強い気持ちで試合に臨めるのでしょ
うか。ご自分で取り入れている方法など教えていただけます
でしょうか」

実は私はすごく緊張するタイプで、あがり症なのです。どう
やったら落ち着けるか、私が聞きたいくらいです。そんな状
態ですが、レースの直前は練習でできたことを思い出すイ
メージトレーニングをしています。あのときできたから今回
も必ずできると自分を信じることで少しは落ち着いて大会に
臨めるような気がします。私もメンタルはもっと強くなりたい
と思っています。

◆次号に登場するアスリートに向けて兎澤選手からエール
をいただきました。

私を含めみんなが常に上を目指してトレーニングをし、そし
て試合に臨んでいると思います。みんながその強い気持を
持って、そしてフェアに向き合い頑張っていきましょう。

◆兎澤選手からのエール
諦めないで続ければ困難は必ず乗り越えられる、夢は実現
できると確信しています。大きな病気をした私の経験から、
それは身を持って感じます。やればできる、自分を信じて、
大きな目標に挑んでいきましょう。
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●	注目企画　『ミニ実演会』11月1日11時45分～、11月3日10時30分～

●	出演演目：エッサッサ、ダンス、体操、新体操、セパタクロー、ダブルダッチ、ソングリーディング、 

　	和太鼓、エアロビック、ヒップホップ　他

　  	※出演団体は日程により異なります。詳細はブログ等でご確認ください。 ※演目は予告なく変更となる可能性があります。

●	開催期間：令和元年11月1日（金）～11月3日（日）10時00分～17時00分（予定）

●	開催場所：横浜・健志台キャンパス

●	問合せ先：学生支援センター　TEL：045-963-7905

第53回 日体フェスティバル 2019
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●	テーマ：祭典に向かって－令和のはじまり－

●	開催日：令和元年11月13日（水）

●	会場：横浜アリーナ

●	時間：開場16:30　開演18:00

●	演技種目：チアリーダー、伝統芸能、新体操、救急医療、体操競技、レスリング、

　	相撲、トランポリン、朝鮮大学校（ダンス）、陸上競技、体操、集団行動、ハンドボール、

　	ダンス、エッサッサ、フィナーレ

●	問合せ先：学生支援センター　TEL：03-5706-0904

第57回 日本体育大学体育研究発表実演会
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横浜・健志台キャンパス　２号館５階に新しい食堂がオープンしました！！
　 令 和 元 年9月3日に横 浜・ 健 志 台キャンパス２ 号 館 ５ 階に第 ３ 食 堂となる【KARAKUSA 

FOODMAINTENANCE】がオープンしました！ランチメニューには日体大生には嬉しいボリューム満

点、栄養満点のプレートランチをご用意いしております！オシャレなカフェメニューも充実！ドリンクや

フロート、こちらも日体大生には必需品のプロテインの販売もあります！

　またオープンに先駆け、8月29日（木）には本学関係者により試食会も開催されました。試食会に

参加された皆様も大変満足されていました！

　是非一度、お立ち寄り下さい。
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阿江通良教授が日本人初、
国際スポーツバイオメカニクス学会
Geoffrey Dyson Award賞を受賞！

n e w s ＆ t o p i c s

　本学、阿江通良教授が国際スポーツバイオメカニクス学会Geoffrey Dyson Award賞を受賞いた

しました。

　国際スポーツバイオメカニクス学会Geoffrey Dyson Award賞とは、世界的に有名なスポーツ力

学の教科書（The Mechanics of Athletics)の著者を記念して創られた国際スポーツバイオメカニクス

学会の学会賞で、スポーツバイオメカニクスの分野で国際的に研究活動が顕著であった研究者に贈

られるものです。

　現在は31名が受賞していますが、日本人では初めて、アジアでは2人目です。

2019年7月21日から25日に、アメリカ・オハイオ州のMiami大学で開催された第37回大会の開会

式において，"THE NEXT STEPS FOR EXPANDING AND DEEPENING SPORT BIOMECHANICS"と

いうタイトルで受賞講演を行いました。

　2019年10月17日（木）プロ野球ドラフト会

議2019にて硬式野球部4年の吉田 大喜(投

手・大冠)選手が2巡目で東京ヤクルトスワ

ローズより指名を受けました。

　当日は、横浜・健志台キャンパス２号館

３Fにてパブリックビューイングも開催され、

250名の来場者とプロ野球選手誕生の瞬間

を共有致しました！

プロ野球ドラフト会議2019にて
東京ヤクルトスワローズより２巡目で指名を受けました！


